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はじめに 

避難所の運営をシミュレーションする避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）では様々な人が避難

してくる状況が想定されている。ワークショップ後に聞く参加者の感想において、避難者

への対応で様々な困った内容が出てくる。その中でよく出てくる感想の一つに、外国人観

光客への対応がある。 

災害時には、観光客の扱いは要配慮者となる。居住地でない場所で被災するため、どこ

に何があるかわからない環境で不安な観光客へどう対応するか考える必要がある。 

そこで、今回は外国人観光客への避難対応について考えてみたいと思う。 

1. 過去の事例について

 過去の災害発生時に外国人観光客に対して、どのような課題が明らかになったかにつ

いて見てみる。 

①熊本地震（2016 年 4月 14 日）

・国際交流会館に外国人避難対応施設を開設 

・本来想定していた在住外国人避難者への支援活動に加え，一時的に滞在している外国人 

観光客への対応をすることになった。 

・彼らが求めていたのは熊本を脱出するための多言語での交通情報であった。 

・FM などのラジオ放送も含めて日本語でしか発信されず，多言語情報が提供されたのは、 

４月 23 日以降であり地震発生直後から一週間以上なかった。 

②北海道胆振東部地震（2018 年 9 月 3 日）

・外国人観光客に特化した支援体制が整っていなかったために，観光客が必要とする情報

である，空港の再開状況や交通アクセス，避難所（宿泊）情報と誘導，言語対応（中国

語，韓国語，タイ語）などが不十分であった。その結果，外国人観光客は災害（情報）

弱者となってしまった。 

・ブラックアウトにより、通信手段の確保が困難な状況で情報提供に想定以上に手間取っ

た。 

③大阪北部地震（2018 年 6 月）

・外国人観光客等への情報提供が課題に 

・大阪駅などで訪日外国人が多数滞留 



・当日中に主要な鉄道が運行を再開し、大きな混乱には至らず 

・大阪府が「多言語支援センター」を設置 

・大阪府の情報の翻訳と相談窓口の開設を即時決定 

・SNS やウエブサイトへ多言語での情報提供を実施 

2.災害時の観光客への対応について 

  「外国人旅行者を対象とした避難誘導マニュアル」平成 30年 3月国土交通省関東運輸

局観光部観光企画課（以下マニュアルと呼ぶ）を参考に、公共団体、事業者等の事前準備

についてまとめてみた。

①情報提供、多言語対応の準備 

・対応する組織を決め、担当者間で役割を確認 

・どんな情報を収集するか、準備する言語を検討 

・地域の外国人旅行客の傾向を確認し、多言語対応を検討 

・情報提供ツールの活用 

②避難誘導訓練

・避難誘導訓練の目的を確認 

  ・避難誘導訓練のシナリオ確認 

・避難訓練を実施しマニュアルのチェック 

・訓練結果を検証し、訓練を繰り返す 

 ③関係機関の事前協議

・地域の複数の機関で災害時の外国人旅行者対応を協議 

  ・地域に訪れる外国人旅行者について理解・共有 

  ・連携体制の整備 

  ・緊急時に調べる情報と情報入手先を確認 

  ・誘導支援ツールの確認 



3.まとめ

自分自身が日本国内を旅行中に災害に遭遇した時、おそらく避難場所もわからず右往左

往することだろう。まして、言葉も通じない異国の地で災害や事故に遭遇したらどうなる

ことだろうか。まさに、日本に来ている外国人観光客はそうした状況に遭遇した場合、非

常に困っているだろうことは想像に難くない。 

 日本は外国人観光客の誘致に積極的であり観光地の整備等に力を入れているが、緊急事

態が発生した時の対応も準備しておくことは、より安心して観光できる場所としてアピ

ールできる重要な要素であると考える。
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